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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公表番号】特表2008-513022(P2008-513022A)
【公表日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2008-017
【出願番号】特願2007-532553(P2007-532553)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/33     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ   1/00    　　　Ａ
   Ｂ８１Ｂ   1/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０１　
   Ｃ１２Ｍ   1/33    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月10日(2008.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
モジュラーマイクロビーズ集積化ＤＮＡシーケンシングシステムであって、該システムは
、
　標的分析物を捕捉および精製するための手段および該標的分析物をマイクロ流体デバイ
ス内へ導入するための手段を備える第１モジュール（１）と、
　該マイクロ流体デバイスを備える第２モジュールと、
を備え、ここで該マイクロ流体デバイスは該標的分析物を検出もしくは分析するために適
合しており、
　標的分析物を捕捉および精製するための該手段は、標的分析物を捕捉および精製するた
めのビーズを含み；
　該標的分析物をマイクロ流体デバイス内へ導入するための該手段は、順方向および逆方
向両方の対合末端読み込みの実行のためのサイクルシーケンシング反応チャンバ（３１６
）を備えるサイクルシーケンシングモジュールと、ダイアフラムバルブ（８０）を備える
少なくとも１つの空気作動型マイクロロボット利用オンチップ（ＭＯＶ）ポンプを含むこ
とを特徴とし、
　該第２モジュールは、順方向もしくは逆方向読み込みのどちらかのための親和性ゲルマ
トリックスを備える２つの対合読み込み親和性捕捉チャンバ（３１７，３１８）と、２つ
の分離チャネル（３２１，３２４）とを備えるＤＮＡ分析モジュールを含み、
　該モジュールは流体連絡し、単独または複数のビーズが該システムにおけるシーケンシ
ング分析のために移動され得る、
システム。
【請求項２】
前記標的分析物が、細菌、ウイルス、胞子、真核細胞、または核酸からなる群から選択さ
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れる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記細菌が炭疽菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ）である、請求項２に記載の
システム。
【請求項４】
前記胞子が炭疽菌胞子である、請求項２に記載のシステム。
【請求項５】
前記細胞が癌細胞である、請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
前記核酸がＤＮＡである、請求項２に記載のシステム。
【請求項７】
前記ビーズは核酸と結合するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
前記ＭＯＶポンプはフローサイトメトリー法を用いて前記ビーズを移動させる、請求項１
に記載のシステム。
【請求項９】
前記ＭＯＶポンプは確率配分プロセスを用いて前記ビーズを移動させる、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１０】
標的分析物を捕捉および精製するための前記モジュールは、免疫捕捉モジュール（２）、
溶解モジュール（３）、および核酸精製モジュール（４）をさらに含む、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１１】
前記２つの分離チャネル（３２１，３２４）は、２つのキャピラリ電気泳動（ＣＥ）チャ
ネルを備える、請求項１に記載のシステム。
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